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宇都宮市　もったいない運動
宇都宮市
環境政策課　エコ活動グループ　佐藤様

4班　コミュニティデザイン学科　岩崎颯太　石川絢萌
　　　社会基盤デザイン学科　飯塚絵里名
　　　建築都市デザイン学科　川上渉　高橋成志

背景

目的

方法

分析結果

提案

　宇都宮市が行っているもったいない運動とは、「ひと・もの・まち」
を大切にする心を広める運動である。
　しかし、宇都宮市が令和元年度に実施した「もったいない運動」
の認知度調査において、30代・40 代の認知度が低いことが明らかに
されており、若年層には、認知はされてきているものの実践率が低
いのが現状である。私たちは、30代・40 代の認知度向上のために実
際のもったいない運動を若年層に実施してもらい、その実施状況を
まとめたパンフレットを作成することにした。

　もったいない運動が広まらない理由として、もったいない運動が
広範でイメージしにくいことが挙げられる。そこで、調査を通じて、
もったいない運動について考えなおすきかっけにしてもらうという
「アクションリサーチ」的な手法を採用することにした。もったい
ない運動を知らない人が意識せずにもったいない運動を実施してい
ることも考えられることから、それらの人々にもったいない運動を
実践していることを認識させ、他のもったいない運動の促進につな
げることも目的とする。また、新たな提案をするために、もったい
ない運動の実態調査を行う必要があると考え、これにより市民の意
識や認知、実践度を調査したいと考えた。

　もったいない運動の認知度・実践度向上のために年齢層ごとに異
なる方法をとった。
　10 代・20 代向けには、もったいないを身近に感じてもらうこと
で日ごろの意識を高め、実践度の向上を図るため観察調査を行った。
実際に行った調査内容としては、大学生を対象に普段の生活の中で
もったいないと感じた瞬間や、実際に行っているもったいない運動
の様子などを写真に収めて送ってもらった。また、調査協力者には、
もったいない運動に対する意識やもったいない運動を実践してみて
その意識がどう変わったかというアンケートを実施した。
　30 代・40 代向けには、大学生に実践してもらったもったいない
運動の観察調査から作成したパンフレットを通してもったいないに
ついて再考してもらい、さらに背景にも挙がっていた認知度の向上
につなげようと考えた。

実際に自分の手で処分していることから、「もったいない」と感じや
すいのではないかと考えられる。
　次いで多かった電力については、無意識に消費していることが多
いため食品より少ない結果となったと考えられる。
　ほかにも、リサイクルやゴミの分別の写真も提出された。もちろ
んリサイクル自体ではなく、リサイクルできるものを捨てることが
もったいない、と捉える人がいた。一方、たとえリサイクルできる
物だとしても物を捨てることにもったいないと感じる人もいた。こ
れは少なからずその物が使えるという気持ちがあったのだと推測す
る。正しく分別しごみを出すことももったいない運動につながるこ
とを周知する必要があると感じた。
　また、もったいない運動に対する意識についてのアンケート結果
から、実践する前と後でもったいない運動に対するイメージが変わっ
たと答えた人が多かった。このことから、実際にもったいない運動
を実践することは、身の回りの「もったいない」について考えるよ
いきっかけになるのではないかと感じた。

　宇都宮市民に対し、もったいない運動を勧める成果物（パンフレッ
ト）を作成し、宇都宮市役所もしくは、コミュニティセンター、もっ
たいない運動を理解していただいている民間の店に展示していただ
くことを提案する。この成果物は、目的にもあるように 30 代・40
代の宇都宮市民に対し、「もったいない運動とは何か」、「どんなメリッ
トがあるのか」を伝えることで、持続可能な都市 “宇都宮” の実現に
近づけていこうというものである。
　調査結果より、食品に関する「もったいない」や電力に関する「もっ
たいない」が意識されていたことを受けて、私たちが 30 代、40 代
の市民に向けて作成する成果物に、捨ててしまうが食べられるかも
しれないと思う食品の部分を使ったレシピを紹介するとともに、無
意識に消費してしまいがちな電力に関しては、今日から実践できる
環境にも家計にも優しいもったいない運動を紹介することを提案す
る。
　人によって価値観は違うため、もったいないと感じる事象は人に
よって大きく違うことが今回の調査で分かった。もったいない事象
に気づけていない人に「もったいない」を指摘することで環境や有
限資源に対する意識を変化させることができるだろうと考える。

〈実際に作成したパンフレット〉

　今回の調査全体を通して言えることは、昨今のコロナウイルス感
染拡大の影響もあるためか、外出先よりも家の中での写真が多かっ
た。今後もステイホームは継続する見込みであることからも、家の
中で行えるもったいない運動に目を向ける必要があると考えられる。
　観察調査で提出された写真の中では、食品に関するものが最も多
かった。これは「食べられるかもしれない」と感じているものを、

〈令和元年度実施の認知度調査〉 〈もったいない運動の取り組み〉

〈提出された写真の例〉 〈イメージに対するアンケート結果〉



人口減少社会人 を見据えた農村地域などのコミュ二ティの維持形成
地域名：宇都宮市　城山地区古賀志町
パートナー：宇都宮市都市整備部都市計画課　

5 班   コミュニティデザイン学科　 荷見柊平
　   建築都市デザイン学科　　　鈴木輝　　森桐吾
　   社会基盤デザイン学科　　　黒木千聖　高林優美

1．目的 少子高齢化による人口減少を見据えた地域の衰退の抑制および活性化

2．背景

3．調査

方
法

目
的

結
果

・過去の取り組み ( 歴史 ) を知る。
・古賀志町の魅力・課題 を知る

古賀志町に関する基本情報を把握する。

孝子桜まつりや地域内交通、城山西小学校を中心とした
古賀志町の取り組みや少子高齢化による人不足といった
古賀志町で抱えているであろう課題について知ることが
できた。（※２）

4．提案

今回の対象地域である古賀志町は、宇都宮市北西部の城山地区に位置し、
樹齢約 450 年の考子桜で有名な城山西小学校や、日本百低山に認定されてい
る標高約 583m の古賀志山が所在している。

この地域では 65 歳以上の人口が全体の 3 割以上を占めており（表 1）、地域
の中心である城山西小学校における児童数減少をはじめとした、少子高齢化
による町の衰退が深刻な問
題となっていることから、
地域住民の方々は城山西小
学校の児童増加に大きな関
心を寄せている。

古賀志町が抱える「真の課題」を明らかにすると
共に、古賀志町に住む方々の想いを知る。

古賀志町とは？

子育て世代 ( 小学校児童 ) が少なく、地域の活気の衰退
や後継者不足が課題であることがわかった。
一方、自然環境が良く、子育てし易い環境であること、
 城山西小学校の魅力的な独自の取り組みや雰囲気、人の
温かさなど、地元の方が感じる魅力を知る事ができた。

SNS を利用した魅力の発信

・若い世代に対する情報発信
ツールとして有効。

・SNS 広報用のポスターの作成 ・特定のメンバー以外にも、様々
な年齢・立場の地域住民の方に参
加していただく事で、多角的な視
点かつ継続的な発信を可能にする。

SNS 利用のメリット 発信の工夫 継続のための仕組み

・ハッシュタグ (#) の利用
・地元の方に、積極的な発信・
拡散を促す

・文章と画像により端的に情報
を発信できる手軽さ

２）宇都宮市公式 WEB サイト　城山考子号
https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kurashi/kotsu/chiikinai/1006112.html
３）城山西小学校
http://www.ueis.ed.jp/school/siroyama-w/index.php?page_id=47

１）人口統計情報　宇都宮市公式 web サイト　町丁別年齢各歳別人口
https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/shisei/johokokai/gyoseisiryo/1020024/1020072/1020125.html

図 1．．城山西小学校学校の考子子桜　（桜桜　（桜　（※3）※3※3）※3

図 2．広報ポスター案

〈参考文献〉

本演習においてご協力いただいた、古賀志町の皆様ならびに
宇都宮市役所都市計画課の皆様、そして、ご指導いただいた
藤本先生に深く感謝申し上げます。

さいごに

表 1．古賀志町の人口 (※１)( )

1．文献調査 ２．オンライン意見交換会

古賀志町を知る
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提案

text

地域：小山市
パートナー名：森泉幸枝

14班　コミュニティデザイン学科　　石渡大夢　前野有咲　
　　　建築都市デザイン学科　　　徳竹智可良　渡邊菜月　
　　　社会基盤学科　　　　　　　島崎湧馬　篠本 宏太　　

若者が集い回帰する”ふるさと小山”プロジェクト

背景
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遊休不動産 と アーバンデザイン
19 班　コミュニティデザイン学科　 駒場涼花　
    建築都市デザイン学科    植田悠斗　  亀谷瑞熙
    社会基盤デザイン学科    佐々木良馬  平井妙実

対象地域：那須烏山市
パートナー名：NPO法人クロスアクション　高橋誠一氏        

那須烏山市まちづくり課定住推進グループ　益子昴大氏

2 . 目的

3 . 分析方法

6 . 提案

１. 背景      4 . 分析結果

映画・ライブの定期上映へ急な傾斜はクライミングウォールへ

－ ３ 本 の 軸 か ら 築 く 新 た な 那 須 烏 山 市 －

5 . 課題解決へのアプローチ

Stage0/ プレソフト　実験的取組・不定期開催　　CROSSACTIONによる社会実験・様々なイベント開催、過去二年間 1st/2nd サイクルの取り組み

St
ag
e3
/ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

持
続
的
取
組

St
ag
e2
/ソ
フ
ト

常
設
的
取
組
・
定
期
開
催

St
ag
e1
/ハ
ー
ド

環
境
整
備

山あげ会館：山あげ展示室＋

清水川せせらぎ公園：Ｂゾーン②/改善前清水川せせらぎ公園：Ｂゾーン①/改善前

清水川せせらぎ公園：Ｂゾーン②/改善後

山あげ会館

売店
展示室

山あげコモンズ
山あげ展示室＋

山あげ展示室＋
拡充化・新規エンタメ

石が川のように敷き詰められ、十分に使えていない 岩石がごろごろある急な斜面で、非常に危険

埋立後は新しい子どもの遊び場へ
清水川せせらぎ公園：Ｂゾーン①/改善後

那須烏山市は、近年人口減少が著しく、特に空き家
の増加が目立ち、中心市街地に位置する公共施設の
利用率が低迷している。地域住民同士の交流機会が
減り、コミュニティが創出されにくい課題がある。

山あげ会館と清水川せせらぎ公園から解くアーバンデザイン・ネットワーク
那須塩原市中心部

幅広い年齢の人が集うマルシェ・グルメフェス
清水川せせらぎ公園：Ｃゾーン

山あげ会館の
道の駅的な活用
山あげ会館の
道の駅的な活用

【食】の軸

ハード、ソフト両方向からのアプローチにより、山
あげ会館と清水川せせらぎ公園の利用のきっかけを
作る。住民の主体的・日常的利用を創出し、自由に
参加可能なコミュニティの形成を目指す。

【音】の軸 【子】の軸

St
ag
e1

St
ag
e2

St
ag
e3

St
ag
e0
/プ
レ
ソ
フ
ト

山あげ会館

清水川せせらぎ公園

Ｂゾーン主要部

Ｃゾーン

烏山駅

クロスアクション

野菜直売所

烏山和紙会館

：食堂、八百屋、魚屋など

：主要施設

市民に向けたアンケート調査と現地調査を実施した。
ⅰ.アンケート調査
期間：2020年 11月 9日～29日
対象：那須烏山市民
方法：Google form

ⅱ.現地調査
日時：2020年 12月 15日
対象： 山上げ会館
          清水川せせらぎ公園

アンケート回答者属性 Q.山あげ会館に欲しいものは何か

Q.公園に欲しい機能は何かQ.イベント開催の担い手に
      なりたいか
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3,40 代が全体の 6割程度を
占め、親世代の回答者が多く
見受けられた。

限定アイスや野菜、ローカルフードなど、
食に関連した要望が最も多く寄せられた。
他、習い事等の文化活動が続いた。

食、特に BBQに関する要望が非常に多い。
散歩や遊戯等、公園本来の機能に関する要
望も寄せられた。

担い手の希望者は全体の 1/4
存在し、まちへの高い関心が
うかがえる。

なりたい
なりたくない

どちらとも言えない

24%

42%

34%

【食】限定のアイス、ジェラート

Wi-fi
【食】ローカルフード

季節の花
休憩スペース

【音】習い事
【食】野菜類

その他

学習スペース
会議室

【食】地酒

特にない

【食】BBQスペース
【食】B級グルメフェア

【子】テニスコート

【子】部活の活動場所
その他
季節の飾り

【子】川遊びスペース
　　　散歩道
【子】遊具
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山あげ会館と清水川せせらぎ公園を核とし、食・音・子の 3本の軸で新たな那須烏山市を提案する。山あげ会館における食に関する売店部分の拡充、山車保管
域での新たなエンタメ（音楽・映画）の提供のほか、せせらぎ公園においては、グルメイベントも視野に入れ、マルシェや子どもの遊び場としての環境を創る。

これまでに crossaction が行ってきた実験的イベントや社会実験
内容は幅広く、多くの市民が参加してきた

山あげ会館の
道の駅的な活用

山あげ会館の
音響演出整備

清水川せせらぎ公園の
一部埋め立て・改修

山あげ会館と
清水川せせらぎ公園で
マルシェ・BBQ

楽器演奏
定期映画上映会

季節のお楽しみ会
クライミング教室

ローカルグルメ
フェアの開催

音楽・映画関連の
中小イベントの開催

地域参加型の
子供向けイベント
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